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　目的　浦看らは食|刊キノ］の玖分研光を行っマいそ）。/ﾂヽ回ばれ潟県塩沢町で菌床栽培に

よって生産割しrこ工ノ岑デケ（ワー－ムa, vtlu,ti,iiei(Fr）S叫)の屍無双分・粗脂肋,虚離脂肪

館,肩梼酸，遊離了ミ／酸，糖勁ﾚｺづﾚ, 単糖斉について検討さ:加尤仁。

　方法　試料ば通常食用に併さない部分と除云レ切)ロり｀ヽう万～勿刎の部分忿基奪とし

tz。まf二傘の大きさにより犬（直径Sミ以上）小（直径8mirv未満川こ分･礼でれかlき

季と納に分割レ. 5^のが位に/分鞘して調看し赳実験方法ぼいずれも前報け乃回木す

㈹研究発表専ｊy泉　μいに支バこ。

　結果　水分は邱～ETAで加に比較的多く舎肩烈し，仄朴はﾉ3～2にて傘に多く倉肩訓し

ていrこ。無榔成分のう朽し，P , fc廬,ト鴇, lii ,し陵V Mnを測定しに結果, 肝/?/

～ご如轍，'S-,喜却の最低～最抑直づヽλ下同丿づ）（7i～μ9呵みり沁い陥( ノぷ~お叫長，)

び比較的守く，他の献削び可り;■/下でめバて. 彪離脂防除ぼ臼りJ希にの涯康ぷ烈仁

司, C/z，64 ，Cts, C/i,し≒Cig･がいずれの柳ｲりうも康紀^ れK. 陥（トχ）叫力引), C’が

( /り~SアベAリ),ひリ?~お一勝･丿ば比較的冷く放出烈し抑位別K比較すらI,いず柘

も傘に今く合肩刎していに。有拷酸はコハフ酸( /,/Z~Jﾀμ^わり) , 酢酸∩4-/Zづμ7・ノ

/･リハリンフ酸（372~四かりみり）ボ今くその他乳鮭，アエシ酸,酒石酸，フひレ酸，ビロ

アル7 ぐシ酸昇ぼ康出刎しrc. 尨離アミノ酸ば几tバtu., dーABA　　哨｀比較的即く, りの他

30禧頻び欣出ざれに。尊影ﾚ］― IﾚI'i回nmtoZ f7＼"最も即く, その他卿力ちみocM小｀液肌

で乱rこ。単薦ぼ卿九no乙似最丿ﾀく／－se, , 芦・－いヱﾀなヽ心吹かぐ紅TC ，

A 99　　ポ―ラスポリフーによ･１水溶液中。香気成分。,捕集

　　　　　－かっお節^ばし汁のを気成分,くついてｰ

　　　　お茶大家政　o駕野由紀　久保田紀久枝/j、林勣夫

　目的食品it-水とともぺ調理り

にit. 従来It. ゑ喘皮有療賂媒柚丿頁法等以行,1つ揉てさre.この方宏で｀'t．水溶岐喫質。

収率低下. 実際・調理と,t条件μ恥ハ辱。)難島μ恥}。ね冴知す，ポーラズポリマーと

用いて吸着法Is よりかっお節水Tぞレ才中・香気成分。禰集ま£確立レ瓜く食品の香気成

分。補集Kた用す^ こと^s的として行。re。

　方法本結節£＼o沁濃度で｀水り曼潅(^"ﾝ，鉢(u､)ﾚ禰製レ扨かっお節水だレオ£試料

とし尺。このreレ才いとの孝示/t?-ラスガリマー£ 充填し＆カラi＼kA,レ香気戌分£吸着

後。'>-量。,エーテ,レで脱着t- re. 得ら忙＆香気濃縮抑,t. ＆C及心

がりてーとして秘叫泳a，"＆AX＆C E 用い両者C*ヽ比軟£行っfc。一方，食レ才ぶリ従来・

溶媒抽出法で香気戌分と辱，吸着レre * ,･,と。がM且裁め比較そ,あ'kつぜて行･，fc。

　蔀果ポリマーとまレ＆水溶鹿,す胤臭t"，脊気咸剱すボ'I マ一K完全,c吸着ぐ轜扨。さ

らぐエーテ|レぞ脱着レ扨香気濃縮吻,t、か'?§節水淀レ才吟有。1香りと有してい瓦。吸着

剤として秘叫泳λi 用い衣場をの香気収分<r,≪又量,事H・。x＆C．めi^をの乙へ･う疹で｀。壽媒抽

出繊の5≒,-H倍kiﾄﾞ常,K烏く. 効率。ぶ，ぺと祠判。靫。昔fC. Z。香気と&c ＆t犬如-

H S 分攻レ代締果，かっお節。香気成分とレて従毫。,減圧焦腎

と剛*~等しい戌分μfS7定さ軋配-t7＼. 芒の組成,T異な^ い

穴リてー£ 町い^ こと･（より- 水代レ姉苓実膠め調理KおいてEさ紀^食みの匂い^ど＜

迄｡い条件で補集でき^,こと£示し。食品を気検索へ･ヽ剥用性の条いCと祠判っ扨。


